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 要  旨 
＜背景と目的＞ 
手書きの文字を見たときに、書いた人の内面を見ることがある。きれいな文字はよい印象を与え、逆に汚い文字
は悪い印象を与える。だが、この文字の与える印象とその人の内面は必ずしも合致しているわけではない。文字を
見て内面を判断するというのは個人の主観で判断されるものである。果たして、文字の特徴と内面は関係するとは
客観的にも言えるのであろうか。 
本研究では筆跡とパーソナリティとの関連について、男女差についても検討を行いつつ、新しいパーソナリティ
理論を取り入れて、実証的な分析を行うことを目的とする。そうすることで、筆跡学の主張を科学的に吟味し、既
存の実証的な筆跡研究の知見を評価・拡張することができる。 
＜先行研究＞ 
筆跡学の歴史はフランスのミッション（1871）の研究から始まる。日本ではこの分野に関連して筆跡診断の 2つ
の団体があり筆跡による性格分類をおこなっている。また、実験に基づく筆跡の科学的研究もあるが、日本語の書
字体系の複雑さもあって質量ともに十分といえる状況ではない。 
＜方法＞ 
大学生（378 人）対象として、パーソナリティテストをおこない、同時に漢字、ひらがな、カタカナ、数字を書
いてもらった。本研究ではそのうち漢字の筆跡について、分類、計量しそれらとパーソナリティ尺度との関係性を
調べた。 
＜結論＞ 
規律性と文字の丁寧さの関係に .221（p<.01）の相関が見られた。文字が丁寧なほど規律を守る傾向がややある関
係で、先行研究における性格分類にと整合的な結果であった。しかし、その関係性は弱いものにとどまり、そのほ
かには先行研究を支持する結果は見られなかった。また先行研究の主張とは別にパーソナリティ尺度と弱い関連が
見られる項目もあったが、複数の調査をこえての安定性は低かった。以上のことから、筆跡と性格に関係性があっ
ても、弱いもので、安定性が低いといえる。また複数の文字特徴に基づく因子とパーソナリティ特徴との関連を検
討したが、関連が特に明確になるということはなかった。一方、男女差については弱い相関が見られる項目があり、
筆跡と個人属性に関連することは示された。 
 
 
 
